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全容概略調査結果（史料・聞取り調査）の概要

資料３
2019.10.4 第2回 明治記念大磯邸園邸宅保存活用計画検討委員会

※本資料は、現時点の調査結果をとりまとめたものである。

委員会後修正版
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１.史料・聞取り調査の進捗

調査項目 調査方法
旧滄浪閣

(伊藤博文別邸跡・
旧李王家別邸)

旧大隈重信別邸・
旧古河別邸

陸奥宗光別邸跡・
旧古河別邸

西園寺公望別邸
跡・旧池田成彬邸

史
料
収
集

新聞

・全国紙と地方紙（横浜貿
易新報）から、利用、増改
築、地震被害に関する記
事を確認

整理中 整理中 整理中
継続

（地方紙のみ完了）

所有者住居資料 ・紳士録等から所有者の住
居（本邸）、系譜を確認

完了 完了 完了 完了

古写真 ・関係施設等への聞取りや
新聞の掲載を確認

継続
楢橋別邸時代不明

継続
古河邸時代不明

継続
古河邸時代不明

継続

古図面
・設計者・施工者への聞取
り、史料データの検索に
より確認

継続
李王家別邸図、ホテ
ル改築図を収集済

継続
大隈別邸図を収集済
古河邸時代不明

継続
陸奥別邸図を収集済
古河邸時代不明

継続
池田邸設計・施工図

収集予定

文 献
（論文・書籍）

・大磯別荘の研究論文、
所有者の伝記等を確認

継続 継続 継続 継続

地図、航空写真 ・国土地理院 航空写真、
大磯町明細地図等を確認

継続
（地図未収集）

継続
（地図未収集）

継続
（地図未収集）

継続
（地図未収集）

公図、台帳 ・登記簿謄本、行政資料等
を確認

継続
（土地宝典未収集）

継続
（土地宝典未収集）

継続
（土地宝典未収集）

継続
（土地宝典未収集）

聞
取
り

所有者：親類・縁者
・邸宅に係る口伝や古写
真・史料を確認

継続 継続 継続 未

所有者：民間事業者
・利用や改修履歴の情報
を確認

未 継続 継続 完了

地域住民 等 ・明治・大正から続く商店
関係者に確認

未 未 未 未

・主な史料は収集済み。
・今後、地図の取得や聞取り調査により、邸宅の特徴、敷地の変遷等を整理する。
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２-1．旧滄浪閣（伊藤博文邸跡・李王家別邸） 調査結果

• 伊藤博文のもとに山縣、西園寺、大隈、岩崎彌之助等、政財界の要人が来訪。

• 伊藤の滄浪閣には李垠がたびたび滞在し、伊藤没後も梅子夫人が居住する滄浪
閣を夫婦で訪れるなど交流があった。

• 昭和26年に民間事業者が取得した後の増改築の変遷が大よそ判明。

国道側のレストラン部分は昭和27～28年の間に建てられたと推定。（昭和28年の

火災の記事により）

 今年度新たに確認した事項

 過年度の不明点

 今後の調査

 土地台帳と公図を照合し、敷地の変遷を明らかにする。

 李王家本邸、別邸の図面を収集、平面計画等の特徴を整理し、邸宅の価値及び構
成要素に反映する。

• 創建時の建物の様相と増改築の変遷

• 李王家の邸宅の使い方

• 現存建物に残る伊藤博文邸との関わり（旧材利用の有無等）
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年
代

明治 大正 昭和 平成 令和

M29
1896

M42
1909

T10
1921

T12
1923

T15
1926

S20
1945

S21
1946

S26 S28
1951 1951

H4
1992

H20
2008

R1
2019

所
有
者

伊
藤
博
文

李
王
家

楢
橋
渡

民
間
事
業
者

民
間
事
業
者

地
方
公
共
団
体
・

国

出
来
事

・
大
磯
町
西
小
磯
に「
滄
浪
閣
」
完
成

和
風
平
屋
（
茅
葺
）
と
レ
ン
ガ
造
の
二
階
建

瓦
葺
の
洋
館
を
建
築
【
図
面
あ
り
】

・
伊
藤
は
ほ
と
ん
ど
帰
ら
ず
心
気
転
換
の
目

的
で
数
日
滞
在
す
る
の
み

・
山
縣
、
西
園
寺
、
大
隈
、
岩
崎
彌
之
助
等
、

政
財
界
の
要
人
が
来
訪

・
李
垠
が
た
び
た
び
滞
在
に
訪
れ
る

・
博
文
没
後
、
伊
藤
博
邦
が
相
続

伊
藤
夫
人
（
梅
子
）
の
住
居
と
な
る

・
北
白
川
宮
妃
殿
下
・
李
王
家
夫
婦
が
来
訪

・
伊
藤
博
文
の
養
子
で
あ
る
博
邦
か
ら
李
王

家
に
譲
渡
さ
れ
、
李
王
家
別
邸
と
な
る

・
関
東
大
震
災
で
滄
浪
閣
倒
壊

・
避
暑
避
寒
の
た
め
、
滄
浪
閣
滞
在

・
和
洋
折
衷
の
邸
宅
を
建
築→

「
滄
浪
閣
旧

材
を
一
部
利
用
し
な
が
ら
再
建
」
と
言
わ

れ
て
い
る
【
現
存
：
図
面
あ
り
】

・G
H

Q
に
接
収(

宿
泊
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る)

・
臣
籍
降
下
に
よ
り
財
産
処
分

・
当
時
法
制
局
長
官
で
あ
っ
た
楢
橋
が
別
邸

と
し
て
所
有

・
ボ
イ
ラ
ー
室
か
ら
出
火
し
、
調
理
室
や
本

館
八
十
坪
を
焼
く
（レ
ス
ト
ラ
ン
は
ホ
テ
ル
が
建
築
）

・
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用(

ホ
テ
ル
滄
浪
閣)

・
結
婚
式
や
宴
会
等
の
施
設
と
し
て
バ
ン

ケ
ッ
ト
、
チ
ャ
ペ
ル
等
を
増
設

・
利
活
用
せ
ず

・
大
磯
町
有
形
文
化
財
に
指
定
（
建
造
物
附

杉
戸
絵
４
枚
）

・
民
間
事
業
者
が
購
入

・
明
治
記
念
大
磯
邸
園
事
業
区
域
と
し
て

建
物
は
国
の
管
理
と
な
る

※年表文章赤字は基本計画時(Ｈ31)からの追記事項

２-２．旧滄浪閣（伊藤博文邸跡・李王家別邸） 年譜

現時点の史料・聞取り調査結果から作成した変遷は以下の通り。
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• 大隈重信が明治30年に吉川慎一郎（父吉川泰次郎は日本郵船２代目社長）の
別邸を購入。明治28年に亡くなった泰次郎の別邸だった可能性あり。

• 大隈重信の別邸に皇族（常宮、周宮）が滞在した記録がある。

• 大隈から古河市兵衛が購入後は、家族で避暑に訪れていた。

毎年、古河財閥が経営する足尾銅山労働者の慰労会等にも利用。

• 民間事業者には富士の間を宴会の場として利用されている。

３-1．旧大隈重信別邸・旧古河別邸 調査結果

 今年度新たに確認した事項

 過年度の不明点

 今後の調査

 大隈大磯別邸の出納帳（大磯地所買入其他諸費踏査他関係書類）の分析と土地台帳
と公図の照合により、大隈重信が購入した際の建物の様相と敷地区域を明らかにする。

 聞取り調査等により、古河別邸時代の使われ方を調査する。

• 大隈重信が購入した別荘の前の所有者、建物の様相と敷地区域

• 現存建物に残る創建時の範囲、現存する庭の作庭年代

• 大隈、古河家の邸宅の使い方

つねのみや かねのみや

※1 常宮(竹田宮恒久王妃昌子内親王) 周宮(成久王妃房子内親王)

※1

※2 古河家では毎年足尾の銅山労働者大勢を大磯に招待して慰安会を
催すの慣ひであった。 「新輯王城山荘随筆」（ 1947 ）高橋誠一郎.和木書店

※2
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年
代 明治 大正 昭和 平成 令和

M30
1897
以前

M30
1897

M33
1900

M34
1901

M36
1903

M38
1905

S5
1930

S21
1946

S23
1948

R1
2019

所
有
者

慎
一
郎

吉
川(

泰
次
郎)

大
隈
重
信

古
河
家

民
間
事
業
者

地
方
公
共
団
体

国
・

出
来
事

・
大
磯
に
別
荘
を
所
有

・
吉
川
か
ら
別
邸
を
購
入
し
、
一
部
を
増

改
修
【
現
存
：
図
面
あ
り
】

・
常
宮
と
周
宮
が
大
隈
別
邸
に
滞
在

・
古
河
市
兵
衛
が
別
邸
と
し
て
購
入

・
毎
年
夏
に
家
族
を
連
れ
て
避
暑
に
訪
れ
る

・
市
兵
衛
没
後
潤
吉
へ
引
き
継
が
れ
る

・
潤
吉
没
後
虎
之
助
へ
引
き
継
が
れ
る

・
毎
年
足
尾
鉱
山
労
働
者
の
慰
安
会
を
催
す

・
古
河
家
大
磯
別
邸
内
の
多
く
の
建
物
に
関

す
る
改
築
願
い
が
出
さ
れ
る

・
水
回
り
を
中
心
と
し
た
増
改
築

・
従
純
の
所
有
と
な
る

・
迎
賓
施
設
「
大
磯
荘
」
と
し
て
利
用

・
古
河
家
が
つ
く
っ
た
民
間
事
業
者
に
所
有
移
転

・
富
士
の
間
を
利
用
し
て
宴
会
を
催
す

・
明
治
記
念
大
磯
邸
園
事
業
区
域
と
し
て

建
物
は
国
の
管
理
と
な
る

※年表文章赤字は基本計画時(Ｈ31)からの追記事項

３-２．旧大隈重信別邸・旧古河別邸 年譜

現時点の史料・聞取り調査結果から作成した変遷は以下の通り。
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４-1．陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸 調査結果

• 関東大震災で陸奥別邸が倒壊後、翌年（大正13 年）に建てられたといわれていた
が、古河別邸の改築願いが昭和5年に町に出されていることから、竣工は大正13
年～昭和5年の間になる。

• 古河家では避暑避寒のため利用し、三代目虎之助の夫人が一時居住するなど、
頻繁に利用された。

また、古河財閥が経営する足尾銅山労働者の慰労会等も毎年開催され、公私とも
利用されていた。

• 昭和31年に民間事業者に所有移転後、平成12年頃まで住込みで管理されていた。

 今年度新たに確認した事項

 過年度の不明点

 今後の調査

 土地台帳と公図を照合し、敷地の変遷を明らかにする。

 昭和５年に複数の建物の申請が出されていることから、大磯町の行政資料をもとに、
地番毎の建築行為を確認し、現存邸宅の竣工年を明らかにする。

 聞取り調査等により、古河別邸時代の使われ方を調査する。

• 陸奥宗光が所有した敷地区域
• 現存建物に残る創建時の範囲と、庭園の作庭年代
• 古河家の邸宅の使い方
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年
代

明
治

大正 昭和 平成 令和

M27
1894

M30
1897

M37
1904

M38
1905

T6
1917

T12
1923

T13
1924

S5
1930

S20
1945

S31
1956

R1
2019

所
有
者

陸
奥
宗
光

古
河
家

民
間
事
業
者

地
方
公
共
団
体
・

国

出
来
事

・
病
気
療
養
の
た
め
大
磯
に
別
荘
を
建
築

・
山
縣
有
朋
、
伊
藤
博
文
、
原
敬
・
西
園
寺

公
望
ら
が
来
訪

・
「
蹇
蹇
録
」
を
口
述
筆
記
で
仕
上
げ
る
。

・
宗
光
没
後
陸
奥
夫
人
（
亮
子
）
が
相
続

・
長
男
廣
吉
、
次
男
古
河
潤
吉
に
所
有
が
移
転

・
陸
奥
死
後
も
古
河
家
は
原
敬
と
交
流

・
古
河
潤
吉
が
別
邸
と
し
て
所
有
【
図
面
あ
り
】

・
潤
吉
が
病
気
療
養
に
時
折
滞
在

・
潤
吉
死
去
に
よ
り
古
河
虎
之
助
が
所
有

・
虎
之
助
の
母
が
避
暑
避
寒
の
た
め
利
用

・
関
東
大
震
災
で
一
部
（
旧
東
館
別
邸
）
大
破

【
現
存
：
図
面
な
し
】

・
改
築
後
の
建
物
は
後
に
太
田
晦
巌
老
師
が

「
聴
漁
荘
」
と
名
付
け
る
。
旧
建
物
（
材
）
は
、
足

尾
町
へ
移
築
さ
れ
た
が
現
存
せ
ず

・
毎
年
足
尾
鉱
山
労
働
者
の
慰
安
会
を
催
す

・
力
士
を
連
れ
て
相
撲
を
楽
し
む
（
虎
之
助
）

・
古
河
家
大
磯
別
邸
内
の
多
く
の
建
物
に
関

す
る
改
築
願
い
が
出
さ
れ
る

・
虎
之
助
氏
新
築
落
成
の
別
邸
で
清
遊

・
戦
後
虎
之
助
夫
人
が
居
住

・
迎
賓
施
設
「
大
磯
荘
」
と
し
て
利
用

・
古
河
家
が
つ
く
っ
た
民
間
事
業
者
に
所
有
移
転

・
訪
日
欧
米
企
業
を
招
き
、
接
待
の
場
と
し
て

利
用

・
平
成
12
年
頃
ま
で
住
込
み
で
管
理

・
明
治
記
念
大
磯
邸
園
事
業
区
域
と
し
て

建
物
は
国
の
管
理
と
な
る

ち
ょ
う
ぎ
ょ

け
ん
け
ん

４-２．陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸 年譜

※年表文章赤字は基本計画時(Ｈ31)からの追記事項

現時点の史料・聞取り調査結果から作成した変遷は以下の通り。
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• 伊藤の勧めで西園寺公望が購入した別邸（隣荘）は、西園寺自ら図面を引き、
大工に指示して造らせた。参考文献から、西園寺別邸の概要が明らかになった。

• 施工会社所有図面が見つかり、設計当時（昭和初期）の様相が明らかになった。

５-1．西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸 調査結果

 今年度新たに分かった事項

 過年度の不明点

 今後の調査

 土地台帳と公図を照合し、敷地の変遷を明らかにする。

 現存する設計図を収集し、概略の建物調査を補足・修正する。

 部屋の利用や設えについて、聞取り等の詳細調査で確認する。

• 西園寺公望別邸時代の様相

• 現存建物の構造、修繕履歴等
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年
代

明治 大正 昭和 平成 令和

M32
1899

T6
1917

T12
1923

S7
1932

S25
1950

S27
1952

S29
1954

S54
1979

H1
1989

R1
2019

所
有
者

西
園
寺
公
望

池
田
成
彬

民
間
事
業
者

出
来
事

・
伊
藤
の
勧
め
も
あ
り
、
滄
浪
閣
の
西
隣
に

茅
葺
の「
隣
荘
」
を
建
築
（
11
月
完
成
）

敷
地
は
お
よ
そ
四
千
四
百
坪

・
伊
藤
没
後
、
興
津
「
坐
漁
荘
」
に
別
荘
を
移
し
、

池
田
成
彬
に
売
却

・
西
園
寺
自
ら
図
面
を
引
き
、
大
工
に
指
示

・
西
園
寺
公
望
か
ら
購
入
、
別
邸
と
し
て
利
用

・
関
東
大
震
災
後

本
邸
と
大
磯
別
邸
等
の
設

計
を
曾
禰
中
條
建
築
事
務
所
の
中
條
精
一
郎

に
依
頼

・
大
磯
に
地
下
1
階
、
地
上
2
階
（
屋
根
裏
部

屋
付
）
の
洋
館
を
建
築
【
現
存
：
図
面
あ
り
】

・
ホ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
英
国
で
池
田
が
購
入

・
退
職
後
、
大
磯
の
自
宅
で
静
養
の
日
々
を

過
ご
す

・
大
磯
町
の
自
宅
で
池
田
が
没
後
、
親
族
が
相
続

・
か
つ
て
池
田
が
務
め
た
民
間
事
業
者
に
所
有
移
転

・
役
員
寮
と
し
て
使
用

・
１
９
８
０
年
中
頃
か
ら
利
用
実
績
な
し

・
日
本
建
築
学
会
「
大
正
・
昭
和
・
戦
前
の
近
代

名
建
築
」
に
選
定
さ
れ
る

・
神
奈
川
県
よ
り「
か
な
が
わ
の
建
築
物
百
選
」

に
選
定

・
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い

５-２．西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸 年譜

※年表文章赤字は基本計画時(Ｈ31)からの追記事項

現時点の史料・聞取り調査結果から作成した変遷は以下の通り。
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